
令和３年度  学 校 評 価 
内子町立小田小学校  

校 長 中塚 健一 
１ 実 施 期 日  令和３年１２月～令和４年２月 

２ 対     象  保護者 33名 児童 48名 教職員 11名 

３ 学校教育目標  ふるさとに誇りをもち、自ら学び、自ら考える児童の育成 

４ 結      果   

    評価結果は、「そう思う・だいたいそう思う・あまり思わない・思わない・分からない」の５つの選択肢の内、「思う・やや思  

 う」を肯定的意見、「あまり思わない・思わない」を否定的意見としている。 

 

 アンケート項目 取   組 評価結果 関係者評価委員・保護者意見等    考察・改善    
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１ 児童は楽しく

学校に通ってい

る。 

 

 

 

教職員間でも子どもたち

の様子についての情報を共

有し、児童の言動に気を配

り、些細な変容にも気付く

よう努めている。また、

「児童の話を聞く」という

姿勢で、児童と接するよう

に努めている。   

肯定的意見

保護者 100% 

教職員 100% 

児 童 100% 

 

否定的意見

保護者  0% 

教職員  0% 

児 童  0% 

「楽しく学校に通ってい

る」が 100％なのはすばら

しい。 

楽しく学校に通っている

ということがよいことだと

思う。 

子どもが学校から帰ると

「今日も楽しかったよ。給

食おいしかった。」と言って

いる。おいしい給食を作っ

ていただき、ありがたい。 

頑張っているところやよ

かったところを伝え合うこ

とで、お互いを認め合う雰

囲気作りを行うことができ

た。 

気持ちよく学校生活を送

れるようにするために、登

校してから朝の会までの時

間を大切にし、一日のリズ

ムを作れるよう工夫してき

た。 

２ 児童は、授業

が「分かりやす

い」または「楽

しい」と思って

いる。 

「めあて」と「まとめ」

を明確にするなどして１時

間 1 時間、しっかり力が身

に付くような授業を目指し

取り組んだ。 

漢字や計算の反復学習を

行ったり、毎月、月末テス

ト（漢字・計算）を実施し

たりして、基礎・基本の定

着を図った。 

学習教室「学び舎」を開

設して外部講師を招き、放

課後の補充学習を行った。       

 ２月には複式学級につい

ての説明会を行い、学びへ

の意欲の向上等について保

護者の理解を得た。 

肯定的意見

保護者 91% 

教職員 91% 

児 童 91% 

  

否定的意見

保護者  6% 

教職員  9% 

児 童 9% 

 

分からない

保護者  3% 

 アンケートを見る限りに

おいてはよくできていると

思う。 

少人数ならではの個別の

対応をしていただいている

と感じる。 

 複式学級であっても先生

方が工夫しながら授業を行

っている。今後も継続して

ほしい。 

 学期末(２学期)にまとめ

て進められた教科がある。

理解ができていないと思う

ところがあった。 

 複式学級になり、学力が

身に付いているのか心配

だ。 

教職員全員が研究授業を

行い、授業後には校内研修

で話し合い、授業改善を図

った。 

月末テストに向けての学

習を継続的に続け、漢字・

計算ともに効果的だった。 

児童は、学習教室「学び

舎」に意欲的に取り組み、

保護者からも好評である。

来年度も継続していく。 

来年度は、コロナ禍で今

年度実施できなかった複式

学級の授業見学を行い、保

護者の理解や協力をさらに

得るようにする。 

３ 児童は、家庭

で学習する習慣

が身に付いてい

る。 

それぞれの学年の実態に

応じた量の宿題や自主学習

を家庭学習とした。 

肯定的意見

保護者 91% 

教職員 100% 

  

否定的意見

保護者  9% 

教職員  0% 

学習の習慣を付けること

が大事だと思う。 

宿題はできているのだと

思うが、家庭学習について

７月と 12 月では数値が下が

っているのが気になる。 

課外活動のある時期は、

家での学習時間が少なくな

っている。 

児童の実態に応じた家庭

学習の量になるように考え

ていきたい。 

また、家庭学習の手引き

を作成、各家庭に配布し、

理解と協力を得る。           

４ 児童は、進ん

であいさつをし

ている。 

 学級指導や集団下校時の

生徒指導、地区児童会等で

あいさつの大切さについて

指導、あいさつがよくでき

る児童を奨励するなどして

啓発を行った。 

 ３学期は、あいさつ強調

デーをもうけ、全校ボラン

ティア児童によるあいさつ

運動を行った。 

肯定的意見

保護者 91% 

教職員 100% 

  

否定的意見

保護者  9% 

教職員  0% 

 

 

 元気で明るいあいさつが

できている。元気のよいあ

いさつから児童が健やかな

成長を感じる。 

 子どもたちのあいさつで

地域の雰囲気が明るくな

る。 

 中には恥ずかしがってい

る子もいる。会釈だけでも

いたし方ないのかなと思

う。 

 継続した指導を行うとと

もに、ボランティア児童に

よるあいさつ運動の回数を

増やし、隣接する小田中学

校とタイアップしながら、

あいさつ運動を推進してい

きたい。 



 

 

 

アンケート項目 取   組 評価結果 関係者評価委員・保護者意見等    考察・改善    

 

 

児 

童 

の 

様 

子 

５ 児童は思いや 

りのある心が育

っている。 

特別の教科「道徳」の時

間を中心に、全教育活動を

通して道徳性の育成を図っ

た。 

各学級で朝の会や終わり

の会の時に友達のよかった

ところを発表する時間を設

定している。 

玄関ホールに友達のよ

さ、頑張っているところを

紹介する掲示場所を設け、

定期的に校内放送で全校に

紹介している。 

 

肯定的意見

保護者 100% 

教職員 100% 

  

否定的意見

保護者  0% 

教職員 0% 

 

 

 保護者のアンケートを見

てもすばらしい実践ができ

ていると思う。 

  

お互いによいところを認

め合ったり、協力し合った

りすることで、仲間作りを

行い、思いやりの心を育ん

できた。 

道徳の授業の充実や様々

な体験活動、交流活動の実

践を通して、豊かな心を育

んでいきたい。       

 

６ 児童は、外で

遊ぶなど進んで

体を動かしてい

る。 

   

   

毎週木曜日のわくわくタ

イムで児童と教職員が一緒

に遊ぶ時間を設けている。 

陸上の課外体育に４年生

以上が取り組み、体力の向

上やスキルアップに努め

た。 

冬場には、なわ跳びや持

久走の全校行事を計画し、

児童が積極的に体力作りに

取り組めるよう工夫した。 

 

 

肯定的意見

保護者 85% 

教職員 100%  

  

否定的意見

保護者 15% 

教職員  0% 

 

子どもたち自身で毎日楽

しく遊んでいるように思

う。 

やや肥満傾向にあるので

はないかと思う児童もい

る。児童の運動不足による

体力低下等の対策、外遊び

の奨励もよいと思う。 

 

わくわくタイム等で多学

年との交流を深めながら、

しっかりと体を動かすこと

ができた。  

課外活動では児童の特性

や意欲を大事にして指導

し、体力アップやスキルア

ップにつながった。 

ITスタジアムへの参加

や、なわ跳び大会を開催す

ることで、児童の意欲が高

まり、体力の向上につなが

った。 

 

７  児童は、「早

寝・早起き・朝

ごはん」の基本

的習慣が身に付

いている。 

全校児童を対象に生活リ

ズム調査を実施し、結果を

保護者に知らせたり、保健

便りや掲示コーナーを活用

したりするなどして、子ど

もや保護者への健康面での

啓発を行った。 

栄養教諭と養護助教諭に

よる学級指導を行い、学校

と家庭の連携を図った。 

 

 

 

肯定的意見

保護者 91% 

教職員 100% 

  

否定的意見

保護者  9% 

教職員  0% 

 就寝時刻が遅い児童や保

護者に対しては今後も個別

に指導していく。 

工夫された掲示物に児童

が関心を持ち、健康につい

ていろいろ考えさせること

ができた。 

生 

徒 

指 

導 

８ 学校は、いじ

めや差別のない

楽しい学校づく

りに努めている。 

毎月、生活アンケートを

実施し、悩みのあるなしに

関わらず、全ての児童個別

に話を聞き、児童一人一人

と向き合う時間を設けた。   

定期的に情報交換の場

（職員朝礼、月例職員会

議）を設け、児童の様子や

問題行動等について共通理

解を図り、全職員で早期対

応をするよう努めた。 

 

 

 

肯定的意見 

保護者 76% 

教職員 91%  

児 童 96% 

 

否定的意見 

保護者 12% 

教職員  9% 

児 童  4% 

 

分からない 

保護者 12% 

子どもたちの様子を見る

と細やかな対応をしていた

だいていることが伝わって

くる。 

児童数が少ないことで先

生方の目も行き届き、縦の

関係も横の関係もよいよう

に思う。 

大人、全体で見守ってい

かなければと思っている。 

 

 教職員の感度を高め、日

常の児童の言動、日記、毎

月の生活アンケートなどで

児童の実態把握に努めてい

る。今後も、子どものサイ

ンに早く気付き、話を聞く

など対応に努めていく。 

教職員間の情報交換を引

き続き密に行いたい。 

必ず記録を残すことを徹

底する。 



 

 

 

アンケート項目 取   組 評価結果 関係者評価委員・保護者意見等 考察・改善 

 教 

育

活

動 

９ 学校は、小田

の人・自然・文

化を生かした教

育活動の充実に

努めている。 

２学期は新型コロナウイ

ルスの感染状況が落ち着

き、地域の方を学校行事へ

招待することができた。 

２学期に行った学校運営

協議会「おだのふれあい応

援部会」が行った「ふれあ

い講演会」は、児童がふる

さと小田のよさを再発見す

るよい機会となった。 

さつまいもの収穫、文化

財・巨木巡り、バードウォ

ッチング等、地域のよさに

目を向けた体験活動を積極

的に行った。小田深山での

活動（５年）やスキー・ス

ノボ教室等、小田ならでは

の体験活動を実施した。 

肯定的意 

保護者  91% 

教職員  91% 

 

否定的意見 

保護者  3% 

教職員  9% 

 

分からない 

保護者  6% 

 

 地域とのつながりを大切

にしていることが伝わる。 

コロナ禍でありながらよ

くできていると思う。時

期・時代に合わせていけば

大丈夫だと思う。 

コロナ禍で地域との活動

が制限されていることが残

念。今後に期待する。 

自治会との交流を行うと

よい意見が出るのでは。 

お年寄りとクロッケーを

するのもよい。 

 学校運営協議会で作成し

た人材バンクをもっと活用

してほしい。 

昨年度に引き続き、コロ

ナウイルス感染症の影響

で、ふるさと学習に関する

活動が十分にできなかった

ことが残念だった。 

運営協議会「おだの学び

部会」で作成している人材

バンクを活用し、感染対策

をしっかり行いながら、コ

ロナ禍でも実施できるよう

活動を工夫していきたい。 

児 

童 

理 

解 

10  学校は、児童

理解や信頼関係

づくりに努めて

いる。 

児童対象に校長主導によ

るアンケートを行い、気に

なる事例については児童・

保護者より話を聞き、迅速

な対応を行った。保護者や

地域からの問い合せや要望

に対しては、迅速かつ誠実

に対応するよう努めてき

た。また、職員間で情報を

共有するよう、報告・連

絡・相談を徹底した。 

電話や来校者に対して、

誠実な対応を心掛けた。 

肯定的意見

保護者 76% 

教職員 100% 

 

否定的意見 

保護者 12% 

教職員  0% 

 

分からない 

保護者 12% 

 

 学芸会を楽しませていた

だいた。役作りにより、一

人一人の個性を大切にした

指導がされていた。その子

なりの意欲が感じられ、成

長が見えてよかった。 

 学校へ行くと子どもの様

子を伝えていただき、子ど

ものことをよく見ていただ

いているのだと安心してい

る。 

子どものことで保護者へ

の説明や声掛けを欠かさず

に行っていただきありがた

い。 

校長主導のアンケートは、

今後も継続し、定期的に行っ

ていく。保護者や地域から

の相談等については、報

告・連絡・相談を確実に行

い、早めの対応、確実な返

答、誠実な対応に努めた。 

電話や来校者への誠意あ

る対応や保護者との人間関

係作りを今まで以上に心掛

けていきたい。 

 

健    

康 

・ 

 安 

 全 

 教 

 育 

 

11 学校は、健康

安全や防災教育

の充実に努めて

いる。 

幼・小・中合同避難訓練

を実施、今年度は、豪雨に

よる水位の上昇を想定した

垂直避難、不審者対応訓練

をも行った。また、地域の

防災訓練に小・中で参加、

実際の避難の場を想定した

安全教育を計画的に行っ

た。 

保護者等から情報で、通

学路を変更、教職員で情報

を共有、児童に対して安全

指導を行った。 

肯定的意 

保護者 94% 

教職員 91% 

 

否定的意見 

保護者  3% 

教職員  9% 

 

分からない 

保護者  3% 

 

自治会との合同訓練など

よい取り組みだと思う。い

ろいろな場面を想定しなが

ら今後も継続していくとよ

い。 

不審者対策など十分に指

導されている。 

広く地域に意見を募ると

よい。 

道路などで遊ぶ場合、ル

ールを守るなど身に付ける

必要がある。 

集団下校時には交通安全

面だけでなく、不審者対

応、水の事故防止など、身

を守る行動についても継続

して指導を行う。 

「自助・共助」の意識を高

める安全教育に努める。 

幼・小・中合同の避難訓

練を継続し、内容を工夫す

るとともに、引き続き地域

の防災活動にも積極的に参

加していきたい。 

12 学校は、児童

の病気やけがな

どの対応を適切

に行っている。 

職員朝礼などで、欠席の

状況や気になること等に関

する情報交換を積極的に行

った。 

児童の健康状態に何か気

になることがあれば、家庭

に電話連絡を入れたり、連

絡帳で知らせたりした。 

肯定的意 

保護者 85% 

教職員 82% 

 

否定的意見 

保護者  6% 

教職員 18% 

 

分からない 

保護者  9% 

 

よくできていると思う。 

電話や手紙等で学校の様

子をこまめに連絡していた

だき助かっている。 

 

児童が欠席したときや学

校で体調不良になった場合

には、学校より電話連絡を

行い、健康状態等の確認を

行った。         

「分からない」と答えた保

護者が９％もいた。誠実な

対応と連絡をさらに徹底し

ていく必要がある。 



アンケート項目 取   組 評価結果 関係者評価委員・保護者意見等 考察・改善 

13 学校は、子ど

もが安心して学

べるような施設

環境になってい

る。 

毎月20日には、教職員が

学校敷地内を巡視し、遊具

や校内の施設の安全点検を

実施している。遊具の点検

については、専門業者にも

依頼した。 

理科室の薬品庫は常時施

錠している。使用後は記録

簿に記入して管理職がチェ

ックを行うなど、管理を徹

底した。 

 

肯定的意見

保護者 91% 

教職員 100% 

 

否定的意見 

保護者  3% 

教職員  0% 

 

分からない 

保護者  6% 

 

見守り日を決めて行われ

ていて、学校全体で子ども

の安全を考えているのが分

かる。 

参観日の日に大きな揺れ

があった（震度３）。マチコ

ミ等で連絡がほしかった。 

点検担当者を毎月変える

ことにより、細かいところ

まで常に確認していくよう

にした。 

外回りの物も含めて、今

後も、児童にとって危険な

物はないかを、複数の目で

常にチェックし、安全管理

を徹底していきたい。 

保 

護 

者 

・ 

地 

域 

と 

の 

連 

携 

14  学 校 は 、 学

校・学級通信・

ＨＰなどで積極

的に児童の活動

の様子等を伝え

ている。 

ホームページを毎日更新

し、児童の様子や学校の教

育活動について紹介した。 

校報や学級通信を発行

し、子どもたちの様子や学

校からのお知らせを伝え

た。 

今年度よりＰＴＡ会報を

作成、本部役員会や幹事会

で話し合ったことを各家庭

に周知した。 

運営協議会のメンバーの

みなさんが地域に声を掛け

ていただき、奉仕作業にた

くさんの方の協力を得るこ

とができた。小田分校から

も参加があった。 

 

肯定的意 

保護者 88% 

教職員 91% 

 

否定的意見 

保護者  6% 

教職員  9% 

 

分からない 

保護者  6% 

マチコミメールやホーム

ページなどで情報共有もで

きていると感じている。 

ホームページが毎日更新

されていて、学校の様子が

よく分かり、ありがたい。 

ホームページにこれから

も目を通すようにしたい。 

学校での取組が地域に知

られていない。児童数減少

により、地域の関心が薄れ

ているのではと心配する。 

地域の方が学校に行った

り、先生方や子どもが地域

に出かけたりして、触れ合

う機会がもう少しあった方

がよいと感じる。 

地元の行事に積極的に参

加し、話し合いを持つよう

にしてはどうか。 

コロナが落ち着けば、運

動会・学芸会等に地域に声

を掛けてほしい。その日を

待っている人は多い。 

 

毎日ホームページを更新

し、児童の様子や学校の教育

活動の様子を紹介し、多く

の方に見ていただいた。    

校報や学級通信で行事に

関する児童の感想等を掲載

して、学校や児童の様子を

知ってもらうことができ

た。 

今後も様々な方法で、保

護者や地域等への周知を積

極的に行っていきたい。 

今年度のＰＴＡ総会が中

止になり、教職員の紹介が

紙面でしかできなかったの

で、４年度に合わせて行

う。 

 

そ 

の 

他 

 ５・６年生を中心に地元

の方を講師に招いてプログ

ラミングの授業を行った。 

教職員がそれぞれの自分

の持ち味を生かし、互いに

カバーし合って、教育活動

に当たっている。 

少人数のよさを生かし、

一人一人の児童への積極的

な声掛けに努めている。 

 

 

 学芸会を楽しく見せてい

ただいた。頑張っているん

だと胸が熱くなった。 

 

 

ＩＣＴの活用の幅を広げる

ことは必須。職員研修を充実

させ、誰もが活用できるよう

にしていく。 

アンケートの中に分からな

いと答えた保護者が多かっ

た。一人 1 台端末を利用し

て学級や学校の様子を紹介

するなど情報発信を行い

「見える」化を図っていき

たい。 

保護者の願いや思いをし

っかりと理解するととも

に、教職員の考えが保護者

に伝わるように、今後も全

員が協力しながら児童・保

護者と接していきたい。 

 

 
 


